
 

 

雪国を舞台にヒグマ

との出会いと別れを

描いた「イタズ」や

没後30年を迎える

オードリー・ヘップ

バーンに関する作品

を上映するトン♪ 

埼玉県立熊谷図書館  
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埼玉県のマスコット 

 埼玉県立熊谷図書館 

 〒360-0014 熊谷市箱田5丁目6番1号 

 ℡０４８-５２３-６２９１  

お問い合わせ 

1月26日（木） 木曜映画会 

「イタズ」 

1月6日（金） 名作映画鑑賞会 

14:00 

 ～15:57 

1月20日（金） 金曜映画会 

1月13日（金） 郷土に親しむ映画会 

14:00 

 ～15:05  

「オードリー・ヘップバーン  

 20世紀に輝いた世界の女性たち 

14:00～15:36 

「だるまの里」 

「ナゴメハギとアマハゲ」 

 1階鑑賞室 定員２０名先着順 無料 （13：30開場） 

の 

14:00 

～14:50 

「吟選大落語名人会」 

令和 
 ５年 

「宮戸川」「蜘蛛駕籠」「男の井戸端会議」 

月 映画会 



※この作品は16ミリフィルムです。 

名作映画鑑賞会 

監督:後藤俊夫 

出演:田村高廣、桜田淳子 

   辰巳柳太郎   ほか 

「イタズ」（カラー・117分・劇映画） 

1月6日（金） 

1 4 ： 0 0 ～  

出会ったことが間違いだったのか！ 
 鉄砲の名手であるマタギの銀蔵が、10年ぶりに帰郷した村では、

「片耳」と呼ばれる巨大な熊が村人を恐怖に陥れていた。 

 村長から依頼された銀蔵は、愛銃を手に取り、見事「片耳」を撃

つ。しかしその懐の子熊を見て、片耳が母熊だったことを知る。 

 親子熊を撃ってはいけないというマタギの掟を破った銀蔵。そん

な彼の姿を見た孫の一平は、子熊の世話を引き受けることを誓う。  

 ゴン太と名付けられた子熊はいつしか村人たちの生活に溶け込ん

でいった。しかしそれはいつか来る別れの日まで許された、かりそ

めの日々でもあった…。 

イタズとはマタギが「神からの贈りもの」と尊んだ熊の呼び名。 

厳しい北国の自然を背景に、人間と動物の挾間に揺れる少年の姿を

描いた作品です。 



金 曜 映 画 会 

「だるまの里」（カラー・30分・教養） 

1月13日（金） 

1 4 ： 0 0 ～  

1月20日（金） 

1 4 ： 0 0 ～  

※この作品は、県立久喜図書館のDVDです。 

「オードリー・ヘップバーン 20世紀に輝いた 

    世界の女性たち」（カラー・50分・教養） 

郷土に親しむ映画会 

 古くから縁起物として親しまれてきた「だるま」 

 本作では縁起だるま発祥の寺、少林寺達磨寺と、

禅宗開祖の達磨大師の経歴を追い、だるまの製作工

程と全国各地の郷土色豊かなだるまを紹介します。 

 永遠の女優、オードリー・ヘップバーン。 

 映画スターとして歴史に残る数々の名作に出演し、その名は

現在でも世界中に知れ渡っています。また慈善活動にも熱心に

取り組み、1988年にはユニセフ親善大使にも選ばれました。 

 世界中からその存在を希求されたオードリー。その活動の源

泉には何があったのか。世界で成功を遂げた女性たちを取り上

げたBBCのドキュメンタリー作品です。 

「ナゴメハギとアマハゲ」（カラー・35分・教養） 

 かつて年越しにかけて村に来訪するとされた神がいました。 

 有名な秋田のナマハゲの他にも、火鉢にあたるとできる火だこを 

剥ぎ取るといわれるアマメハギなどがその系譜に連なります。 

 異形のいでたちをした男たちが家々をめぐり、人々を戒めて回

る。まれびとたちが織り成す、日常を超えた瞬間を捉えます。 
※こちらの２作品は16ミリフィルムです。 



木 曜 映 画 会 1月26日（木） 

1 4 ： 0 0 ～  

＊ 2月の映画会 ＊ 

2月3日（金）  名作映画鑑賞会 

14：00～  

 「今度の日曜日に」  （カラー・105分）  

2月10日(金) 金 曜 映 画 会 
 「プロフェッショナル仕事の流儀 漫画家井上雄彦の仕

事－闘いの螺旋、いまだ終わらず」 （カラー・57分） 

2月22日（水） 郷土に親しむ映画会  「SAYAMA 見えない手錠をはずすまで」 (カラー・105分) 

＊埼玉県立熊谷図書館アクセス地図＊ 
（上映する作品や日程は変更となる場合があります。）  

  編集・発行 埼玉県立熊谷図書館    

  〒360-0014 熊谷市箱田5丁目6番1号 

  TEL 048-523-6291 

  埼玉県立図書館WebサイトURL 

   https://www.lib.pref.saitama.jp/ 

2022.12月発行 

※この作品は、県立久喜図書館のDVDです。 

 【蜘蛛駕籠 】（口演：八代目三升家小勝 ） 

 ある駕籠屋のお客さん。実はこっそり二人で乗っており、しまいに

は駕籠の底が抜ける始末。駕籠屋が文句を言うと「俺たちも中で担い

で歩くから品川までやってくれ」と言い出して…。  

「吟選大落語名人会」（カラー・96分・教養） 

 【宮戸川 】（口演：春風亭正朝 ） 

 遊びが過ぎて締め出しを食らった半七は、同じく締め

出された幼なじみ・お花とひょんなことから半七の叔父

の家に一泊することに。夜中に雷が鳴り出すと、お花は

思わず半七の胸にしがみつき…。 

 【男の井戸端会議 】（口演：十代目鈴々舎馬風  ） 

 ハリセン芸で名を馳せた、十代目鈴々舎馬風。落語界から政界、  

スポーツ界まで、世間の表も裏も知り尽くした彼ならではの世相漫談です。 



新型コロナウイルス感染対策について 

 新型コロナウイルス感染対策のため、当面座席の間隔はあけま

す。そのため、観覧者の定員を20人とします。定員以上の入場は

社会的距離の保持ができないため、御遠慮いただきます。 

 また、当館の鑑賞室では機械換気によって、常に換気を行ってお
ります。 

 感染予防措置について 

 参加される方へ 

 以下のことについて御理解、御協力くださるようお願いいたします。 

● 来館前に健康状態の確認と検温を行い、発熱などの症状がある場
合は来館を御遠慮ください。入場の際にも検温をいたします。 

● 感染防止のため、入館人数の制限をさせていただくことがござい
ます。 

● マスクの着用・咳エチケット（熱中症防止のため水分補給に御留
意ください。） 

● 入退館の際や資料・機器の利用前の手洗い、手指の消毒 

  ※手指用アルコール消毒液は玄関や各閲覧室に御用意しております。 

● 「埼玉県LINEコロナお知らせシステム」に対応した機器を携帯さ
れている方はこれらの取組への参加もお願いいたします。 

 予定について 

 誠に勝手ながら、新型コロナウイルスの感染拡大状況によって、
事前の予告なく予定を変更することがございます。 


